
























1997、大西 1998、小野 2007、中園 2009、余語 2009、北野・小林 2011他）。長友朋子は、
2004年 12月以降、小林正史らと共にタイを中心として、ラオス、中国雲南省でも土器製作村
の調査をおこない（徳澤・小林・長友 2006、Nagatomo 2006、小林・徳澤・北野・長友 2007 a
（７７）
































































甕は高さ 26 cm、最大幅 29 cm で、頸部が締まり胴部が球体である。スープ用鍋とパイナップ
ルジュース用鍋は横に長い短胴で、前者の方が、頸部が締まっている。同じく大きさを計測した
スープ用鍋は、高さ 15 cm、最大幅 22 cm、パイナップルジュース用鍋は、高さ 16 cm、最大幅
19 cm であった。
表 1 各村における製作・販売器種
器種名 呼称 用途 タンゴン村 バンタゴン村
Thuk yay Ouo タッイオー 飲料用水甕 ● ● メザリカン村・レボエ村
出身女性製作
Thone yay Oue トンイオー 手洗い用水甕 ● メザリカン村・レボエ村
出身女性製作
Ayit chet Ouo イエチェオー 甑（蒸し米用、酒つく
り用）
●
Kaung Nyin chet Ouo カウンイエチェオー 甑の下の鍋（湯沸かし
鍋、酒つくり用）
●
Hin Ouo ヒンオー スープ調理用土器 ●
Htan Ma Yuoe タミユ パインジュース製作用 ●
Pan Oue パンオー 植木鉢 ● ● ピンマナ町出身男性製作
Salar Pan Oue サラパンオー 施釉植木鉢 ●
Sin Oue シッオ 施釉陶器 ○ シェボー・チャムヤムで
の生産品を購入し販売

























































図 2 工房内の配置（上：タンゴン村 K 工房、下：バンダゴン村）
ミャンマーにおける土器製作 （８１）
に来る。


























製作者 C 不明 T M T N A K H
性別 女性 女性 女性 女性 女性 女性 男性 男性 女性
年齢 37歳 50歳 25歳 40歳 19歳 49歳 29歳 56歳 57歳













































農業 不明 農業 農業 農業 農業 植木鉢製
作
なし なし
















































































































































ら 10人、ピンマナ（Pyinma na）町からきた男性である。彼は 5日に 1日帰省するが、メザリ
ガン村とレボエ村の土器製作者らは、乾季を中心にこの工房で土器製作に携わり、雨季になると





































は、午後 1時に始まり、点火したのは、4時 10分だったので、点火までの準備に 3時間 10分

















































窯焼成では、1回に 1300個の土器を 3日間かけて焼成する。現在使用している窯は 100年前
の築造のものであるという。ブロックの大きさで区別することができ、長さ 35 cm 程度の大き
なブロックは古いという。焼成は成形工程をおこなう土器製作者ではなく、オーナーと製作者で







32.4 cm）、器面調整用の布や削りに使用する金属製の輪（直径 9.8 cm）、内面に当てて削りに使


















西双版納 北タイ 東北タイ ミャンマー












足踏み 足踏み 足踏み 足踏み 不明 不明






基本成形 粘土紐積 粘土紐積 粘土紐積 粘土紐積 円筒 円筒 水引き 水引き 水引き
成形 叩き 叩き 叩き 叩き 叩き 叩き 叩き 叩き 叩き
焼成時の被
覆材






















乾季 乾季 乾季 乾季 乾季





































い。聞き取りによると 1日の成形個数は 40～50個、1回の焼成個数は約 600個であるので、タ
イや西双版納よりも生産量の多い効率的な生産である可能性がある。
轆轤 轆轤にはいくつかの種類がみられたので、これを分類し整理してみよう。野焼き土器を成
形する村で使用する回転台の直径はおよそ 40 cm 程度と小型であるが、窯焼成土器を成形する




































叩き板の全長は 30.3～41.1 cm と長さに差はあるが、文様の刻まれた叩き部分の長さは平均
12.8 cm ほどで、文様を刻む叩き板のサイズは類似している。把手幅も 3 cm 前後で平均から大
きく外れるものはない。叩き部の幅、厚みに関してもサイズに大差はないが、鋸歯文、線刻文の
組み合わせを持つ図 3-8、9、10の叩き板は、他に比べると 11 cm 前後で幅が比較的広く、厚み
は薄い傾向にある。叩き部の平面形態は、長方形のもの（図 4-4）と、把手に向かってすぼまる













叩き部 把手部 A 面 B 面
1 39.5 cm 3.7 cm 7.0 cm 3.4 cm 花 花 不明
2 37.0 cm 3.7 cm 6.4 cm 3.5 cm 花 無文 不明
3 37.5 cm 4.5 cm 6.4 cm 3.1 cm 菱 菱 不明
4 30.3 cm 2.8 cm 8.3 cm 2.7 cm 線刻 花？ 手洗い用水甕
5 41.1 cm 5.0 cm 8.3 cm 2.8 cm 花 楕円 手洗い用水甕
6 35.2 cm 3.6 cm 8.7 cm 2.6 cm 花 楕円 飲料用水甕
7 36.2 cm 3.4 cm 9.3 cm 3.4 cm 花 無文 飲料用水甕
8 32.5 cm 2.5 cm 10.7 cm 2.5 cm 菱 鋸歯・線刻 手洗い用水甕
9 30.7 cm 2.6 cm 11.3 cm 3.0 cm 鋸歯・線刻 無文 手洗い用水甕
10 36.7 cm 3.0 cm 10.7 cm 3.2 cm 菱 鋸歯・線刻 手洗い用水甕
11 34.3 cm 2.7 cm 6.3 cm 3.3 cm 無文 無文 手洗い用水甕、飲料用水甕




全高 把手部 当て部 把手部























Zeegaing 叩き 薪 藁 藁 籾殻 藁 △ 不明 C.R.2003
Kinmaw 叩き 薪 少量の藁 層に積む 少量の藁 × 不明 C.R.2003
チ








不明 バガス（サトウキビ繊維） 牛糞 籾殻 △ 9時間 C.R.2003
Kon Thar 不明 竹 牛糞 籾殻 藁 3 層 おがくず △ 9時間 C.R.2003
Phaung
Kan




























































叩き 薪、枝 稲藁 泥（牛糞無） ○ 不明 津田 1999
Shwebo
水引
叩き 藁と牛糞 藁 泥 ○ 5時間 津田 1999
Sagain
水引
叩き 藁と牛糞 藁 泥 ○ 1日 津田 1999
Na Bat
紐積








叩き 乾燥牛糞 稲藁 稲藁 泥（牛糞無） ○ 不明 徳澤 2014































これまでに調査成果が報告されている事例（津田 1999、Reith 2003、徳澤 2014）から、土器
の焼成過程が叙述されている事例を取り上げ、当該調査事例（Nagatomo 2015）を加えると、
表 6のようになる。調査村は、西から、西部のラカイン州 2村、チン州 1村、中央部のバゴー











の広場などに焼成場所のある場合が多い（ラカイン州の 2村、サガイン管区の Shwebo 村、Sa-
gain 村、NaBat 村、マンダレー管区 Taung Gone 村他）。焼成時間をみると、9分で取り出す
事例（Lente 村）、1時間 30分程度の事例（Taung Gone 村、Oh Loke Ashiat 村）、中部を中





















表 6の中では、点火後に草をかけるものの、点火前に土器を燃料で覆わないチン州 Lente 村
と、わずかな量の藁しかかけないラカイン州 Kinmaw 村を、Ⅰ類に分類する。藁と籾殻が被覆
材となるラカイン州 Zeegaing 村と、籾殻が被覆材のバゴー管区の Caung kaung 村、おがくず
が被覆材となる同じくバゴー管区の Kon Thar 村、薪と枝葉で被覆するマンダレー管区の
Tuang Gone 村がⅡ類に分類される。泥や灰で被覆するⅢ類の場合には、その多くは、藁で覆




































⑴ 工程 1の轆轤成形では、小型品 1個が 70チャット、大型品が 100チャット、工程 3の叩き仕上げで







⑸ 水引き成形をする工程 1は、轆轤の回転補助者がいるタンゴン村では 50秒と、同じく補助者のいる
レボエ村の製作速度に近かった。一方、叩き調整の工程 3では、メザリカン村出身者の場合 2分 21






よると、メザリカン村出身者らは 10日に 1日、レボエ村出身者らは 7日に 1回の頻度で土器を焼成
するので、前者は 1か月に 3回、後者は 4回程度の土器焼成頻度であると想定される。
⑺ ラカイン州 Kinmaw 村とチン州 Lente 村は、デモの焼成を記録している（Reith 2003）。
⑻ Thi Tat Kan 村と Thet 村では、6～7時間で土器が焼成されるが、取り出すのは翌朝である（Reith
2003、徳澤 2014）。
⑼ タニンダーリ管区の Oh Loke Ashiat 村は、乾いた藁の上に湿らせた藁をのせ、泥や灰ではなく、土
を被せるという点でやや特異である。さらに、点火後におがくずをかけ、煙出しを付けるという


























省西双版納泰族自治州の伝統的土器づくり村－」『岡山理科大学紀要 第 42号 B、人文・社会科学』
岡山理科大学
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図版地図の引用
図 1右：After Wikimedia Commons Atlas of the World（https : //commons.wikimedia.org/wiki/Atlas_
of_Myanmar#/media/File : MyanmarAdministrativeDivisions.svg）
図 5：After Wikimedia Commons Atlas of the World（https : //commons.wikimedia.org/wiki/Atlas_of_
Myanmar#/media/File : Burma_topo_en.jpg）
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1 2
3 4
5 6
7 8
写真 1 轆轤（1・2タンゴン村、3・4レボエ村、5・6メザリカン村、7・8トワンテ村）
ミャンマーにおける土器製作 （９９）
1 2
3 4
5 6
7 8
写真 2 土器の製作道具（1タンゴン村叩き板、2バンダゴン村叩き板、3・4タンゴン村当て具、
5・6バンダゴン村当て具 7トワンテ村 8タンゴン村有文当て具）
（１００）
